






近年の生殖医学は「生殖革命」という語が用いられるほど、劇的に発達した。技術発達が

もたらす社会への影響に関する議論もいくらか行われるようになり、バイオエシックス、

生命倫理といった言葉や患者の権利、インフォームド・コンセントなどの概念も一般に知

られるようになってきた。ただしここでは医療技術の発達がもたらす社会への影響の是非

を直接的に議論するのではなく、技術が用いられている現場の医者と患者への調査から、

医療における様々な場面での問題点を示したい。それは結果として、技術の発達が当然の

こととなった時代において、新しい医療技術と個々の人間および社会とのかかわり方を考

える材料を提示することになると考える。


